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感動で心身を健康に
緑鯱城会会長 廣瀬 義忠 ３２期 文化 A 

                      皆様は感動という言葉を良く使っていると思います。広辞苑では「深く心

に感じて心を動かすこと」となっています。昨年のことですが、WBC（ワ

ールドベースボールクラシック）の決勝戦で日本チームの大谷選手がアメ

リカチームのトラウト選手を三振に打ち取り、優勝をした瞬間グローブを

宙に放り投げたシーンが私には鮮明に残っています。その日から 2、3日は

気分が高揚してテレビから流れるそのシーンを飽かずに観ていました。

２０２３年の一番の感動でした。

文献によると日常生活で感動を覚えることは、体にとってとても大切で、アドレナリンが分泌さ

れることで体の新陳代謝が活性化し、活力につながります。感動がない（アドレナリンがあまり分

泌されない）生活を送っていると、脳の機能が低下してしまいます。年齢を重ねると、認知症やうつ

にもつながりかねません。定期的に強い感動を覚え脳に刺激を与えることによって、眠っていた脳

の機能が活性化し、日常生活にも良い影響を与えることが分かっています。また、いざというときに

からだの機能が瞬時に反応しないということにもなりかねません。アドレナリンが担っている具体

的な役割は運動器官への血液供給を増大させることです。

感動がおこると、脳内でドーパミンというホルモンが分泌されます。このドーパミンは幸福感を

司っています。また、精神的なストレス解消や免疫機能を上げることでも知られています。ストレス

や免疫機能の低下は老化を促し疲弊を招きます。つまり、様々な病気にかかりやすくなるというこ

とです。心身をともに健康に過ごすためには、感動するということです。 以上文献です。

緑鯱城会には１７同好会があります。朝の散歩会、カラオケクラブ、ボーリング同好会、パソコン

クラブ、陶芸サークル、健康麻雀の会、緑鯱城健康体操、ウォーキング同好会、銭太鼓みどり同好

会、絞り染め同好会、ゴルフ同好会、うた声サロンみどり、緑リズム体操、みどり英会話同好会、

郷土の歴史を楽しむ会、緑健康太極拳同好会、モルック緑、です。

同好会により定期的に小さな感動を覚える機会が整っています。そして心身共に健康に過ごしましょ

う。
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第１４回鯱城会ＯＢ文化祭ひらかれる
廣瀬 義忠 ３２期 文化 A

日常生活が戻りつつある状態になってきました。第１４回鯱城会OB文化祭が３月７日（木曜日）

に鯱城ホールにて開催され、９時４０分～１５時 30分まで舞台に立ったのは１２のグループと７の

カラオケ愛好者です。

出演者はこの日のために 1年間練習してきたのだろうとおもいます。

幕が開いた時の緊張した顔、演技・演奏中の真剣な顔、終了した時の笑顔、全て溌溂としていました。

応援に来た方は前の席でうちわやペンライトを振り、これまた楽しそうでした。幕間ごとに観客も入

れ替わり、その幕間の時間を利用してカラオケ愛好者の方の熱唱時間です。腕自慢ならぬのど自慢を

披露されてます。観客数は４００名を超えるほど盛況でした。

コロナ禍で会えなかった人とこの会場で遭遇して、おしゃべりをしながら舞台を見ている（少し迷

惑？）風景もあちこちにあり、「お静かに」の看板をもつ鯱城会のスタッフも苦笑！！

来年はもっと盛り上がるだろうなと感じました。
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名古屋市鳴海工場(焼却場)・鳴海水処理センター見学

行事委員長 ３２期 国際 B 大村 忠士

1. 名古屋市鳴海工場(焼却場) 令和 6 年 3 月 5 日  参加者 28 名
名古屋市鳴海工場は、名古屋市と契約している民間企業です。主に瑞穂区、南区、天白区及び緑区から
発生する可燃ごみに加え、他工場焼却灰や破砕ごみ等を溶融処理する施設で、運営方法も民間が運営、
維持され平成２１年７月から運営を開始しました。全国的にも注目される施設です。

・可燃ごみ、破砕選別可燃物、破砕選別不燃物、他工場の焼却灰等、多様なごみを安定して処理し、
金属や道路に使用する砂の代用品にも使用されています。

焼却場の施設は見ることが無いので、「こんな風に処理するんだ」と見入ってしまいました。災害時に
は避難所として使用できるそうです。日常生活から出される分別されたゴミがこの施設に依り、環境に
安全な方法で再利用されている事に改めて驚きを感じます。

2. 鳴海下水処理場  
・ 鳴海水処理センターは、昭和 44 年（1969 年）12 月に簡易処理施設が完成しました。その後更に更

新されました。
年度当初、鍋屋上野浄水場に行きましたので水処理センターまでの流れは分かりやすかったですね。水
処理の方法は沈殿させる事が基本で、そこに自然界の物質や薬品を加え創り出すのかな、と思います。
私たちは、いろんな職種の人達に、いろんな人に恩恵を受けている事に感謝の念を感じます。
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３７期生地域ミーティング・区会説明会ひらかれる
廣瀬 義忠 （３２期 文化 A）

３７期生の第三回地域ミーティングが１２月１日に鯱城学園８階第２実習室で行われまし
た。昨年までとは違い、１１月２４日に開催した「地域活動学習発表会」の続編と位置づけ
地域活動やボランティア活動について更に深く考える機会としてグループワーク方式で行い
ました。1グループは約１０名の在校生と２名の緑鯱城会会員（進行と記録）で構成され、緑
鯱城会は５グループで３７期生の出席は４８名でした。
進行役は不慣れまたは初めての鯱城会会員で

したが、はじめはぎこちなさがありました。時
間が進むにつれ、部屋は会話で賑やかになり、
各グループが対面で話すことにより、初対面で
ではあるが、お互いの顔が目に入り、親しみを
感じたのではないかと思います。
５０分間のグループワークは無事終了できました。

結論を求めたグループワークではないので、各人の思いや考えていることを聞いた、話した
で目的が達成されたと思います。

つづいて、１月２６日には区会説明会が鯱城ホールで行われ、緑区は鯱城ホールの区切られ
た場所で説明しました。出席者は４５名でした。
ご存知のように広い鯱城ホールのなかで、９区の鯱城会が区切られたエリアで一斉に始め

るわけですから、声の大きい方が勝ちのように張り上げた声が隣に響いても、お互い様なの
でかまわずプレゼンテーションをしました。今年は緑健康太極拳同好会、みどりリズム体操
の方に活動状況を話していただきました。またリズム体操の市川代表が舞台上に上がって
さわりを演技し、それを全員で行い、雰囲気は盛り上がりました。
3月１６日現在、３７期生の入会希望者は
3０名となっています。
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ウィメンズマラソンボランティア２０２４

３１期 国際 B 高野 孝

３月１０日（日）天候は、早朝より好天、微風、少し肌寒い朝となりましたが、ランナーにとっては、
ベストコンディションになったのではないでしょうか？
今年の大会は、夏のパリ五輪の最終選考を兼ね注目のレースとなりましたが、残念ながら名古屋大会か
ら選考されませんでした。
緑鯱城会は、瑞穂区北エリア３３・３４区復路の「コース整理」を担当しました。私にとって３４区に
「ランナートイレ」あり、初めてのトイレ管理の体験となりました。
瑞穂通２丁目「ファミリーマート」駐車場に仮設トイレ２０基、手洗い器２台設置されましたが、寒さ
のせいでしょうか、ランナーが最大４０名ほど列を作り「トイレ待ち」するんですネ これには「びっ
くり」しました。
お陰様で、ボラ参加者２９名「体調不良者なし」「怪我人なし」業務完了できました。ご協力ありがとう
ございました。来年の参加お待ちしております。
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雑巾配布ボランティアを終えて

３３期    地域 B 伊東 美智子

年末恒例の雑巾配布ボランティアを 12月 21日に行いました。社会福祉協議会の各団体からと緑鯱城
会のボランティアの協力で集められた 1,000 枚余の思いがこもった雑巾でした。緑区社会福祉協議会よ
り感謝状をいただいた後、30施設の名前の入った段ボールにそれぞれ分けました。その後、社協からの
お手紙とともに区内のこども園、老人施設等に私たち 10名の車に分け配りました。「毎年ありがとうご
ざいます」「助かります」と快く受け取っていただきました。最近はウエットティッシュ等も使います
が、雑巾は必需品です。引き続きご協力をお願いします。

第 18回ボランティアフェスティバル in みどり

ボランティア委員会

「ボラネットみどり」は、緑区で活動するボランティアグループ１６団
体と個人が参加するネットワーク組織です。「つながる・広がるボラネッ
トみどり、出会えてよかった仲間たち」を目標として活動しています。
緑鯱城会は、ボランティア委員会がH15年に発足、その後H17年からボ
ラネットみどりに加入しております。
このイベントはコロナ禍のため、過去３年開催は中止になっていました
が、ようやく今年は本格開催にこぎつけることができました。
２月 10日～16日が地区会館ギャラリー展示、17 日は体育室をメイン会
場として開催、多くの方にご来場いただき、各ブースでの様々な体験、
ピニャータやスタンプラリー等を楽しんでいただけたことと思います。

又、今回はステージ演技に「緑健康太極拳同好会」の皆さんが参加、会場を大いに盛り上げていただ
きました。
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期別委員会の概要について

                                                期別委員長  32 期国際 B 杉崎四郎

緑鯱城会は他の区会と違い、古くから期別単位で組織化され、期別委
員を選出し、運営委員として参画し、運営委員会の決定事項をすみやか
に、期別会員に連絡する役割を担った活動の単位となっております。
各期別委員を中心として、各期の会員が期別活動に積極的に参加して

盛り立てています事に感謝申し上げます。つきまして、期別委員会の役
割を今一度考えてみたいと思いますが、総じて、各期別の全体的な事務
局的役割かと思っています。

具体的役割としては
１．年度初めに各期別の独自計画を立案、提出して年間活動を推進して貰い、その実施報告を年末に提

出して頂いております。期別活動の一助として、わずかですが、期別活動費を支給しています。期別
の行事、連絡郵送代とかに役立っているかと。

２．鯱城会、緑鯱城会他の主要年間行事計画を年度初めに、事前に会員全員に案内し、参加者を募り、
返信を貰う事によって参加者を把握し、行事に対してのすみやかな遂行に役立っているかと思って
います。

３．緑鯱城会各委員会の独自行事実施に際して、各委員会と協同連携し、期別委員を通じて、多くの会
員が参加して貰う様にしています。

事務的役割が総務委員会と重なる事柄が多く、分け隔て無く、両委員会一体化して役割を遂行して行
きたいと考えています。

２２期会の楽しんでカラオケ同好会

２２期 陶芸学科 市川 滋

平成２３年３月に２２期の総会が、木曽路鴻仏目店で開催した折にカラオケの話が出て、有志 5～6
名が賛同し、４月からシダックス篭山店で開始する事となり、当初は昼から２時間でソフトドリンク
が飲み放題で、好きな歌を輪番に楽しんでいました。仲間も増え、会を重ねる内に毎月の第３の金曜
日が定例となると２時間では、１人の歌う回数が３曲となりました。
ある時からシダックスでは団体さんに限り、誕生日月の方には、毎回ケーキとシャンパンと集合写真の
無料サービスの特典があって、楽しみが増えました。仲間の一人が会員となっていて、料金精算時の特
典があり、参加者の頭割りで割勘しています。また、次回の参加者をその都度把握し、部屋の予約をし
ていました。併せてケーキも予約して置きます。
我々シニア世代では、歌う歌は各人の年齢差もあって、思い思いの十八番を楽しんでマイクに投げかけ
していました。何時しか終わりに近づくと、参加者全員で「青い山脈」「高校三年生」「星影のワルツ」
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等で、２本のマイクを回しながら締めていました。
カラオケは２時間ですが、同期の仲間が集まって、全員でランチをしながら、ケーキ等食べながら、好
きな歌を歌って、同じ時間を共有する楽しみが、残念ながらコロナで中止となり、かれこれ１０年近く
続きました。また、コロナが終息したら仲間と再会して、カラオケで青春を謳歌したいものです。

令和 5年度  23 期期別活動状況

                                                        23 期 生活 B 安藤 勝利

鯱城学園を 2010年／平成 22年に卒業しアッという間に 14年が経過し、我々「緑 23 期会」会員も残
念ながらさまざまな理由で減少の一途をたどり今や 15 名ほど、その中で令和 5年度に悲しく寂しいこ
とに 3人の方が相次ぎ逝去されました。
一方、コロナ禍 4年目の今期は何とか食事会を 2回実施する事が出来ました。

直近の食事会企画は食事会の後、揃って緑鯱城会作品展会場へ行き作品鑑賞をする行程にしました、こ
の時には 23 期会を退会された一部の方々へも案内を書面で送付し、“鯱城学園、そして緑区在住の縁
を今一度！”と食事会出席と 23期会への復帰を呼びかけたところその中から 3名の方々の出席を得ま
した。
当日の出席は総勢 9名でしたが復帰組 3名を交え旧交を温め楽しい食事会となり、そのあと計画通り
9名揃って作品展会場へ足を運び有意義な一日を過ごしました。この企画が作品展入場者増に少しは貢
献できたのではと思っています。
また、緑鯱城会作品展の次年度以降入場者増加対策の参考になれば幸いです。
鯱城学園での出会いの縁をこれからも大切に、23 期会活動を通しフレイル予防、そして、少しでも日々
の生き甲斐づくりの一つになればと考え世話役一同同期の皆さんをもう一度、一人でも多くお誘いし
楽しい企画の実施を目指し、23 期会盛り上げに努力したいと思っています。
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「期別委員のこと」
25期 国際 水谷 健二

私は令和２年(2020年) 1月15日に日本に初めて新型コロナの感染者が発見された春から、先任の方から

引き継いで25期の期別委員となりました。

瞬く間に感染者が増えて３月には、東京オリンピックの１年程度の延期が検討されました。全国に緊急事態

宣言が発令され名古屋でも3密を避ける為に、我々鯱城会の活動にも影響がでて自由に行事活動が出来なくな

りました。

その後2022年1月24日に予定していた25期総会を兼ねた食事会もコロナ感染者が名古屋でも増えたので

3日前に予約をキャンセルしなければなりませんでした。夕方のテレビで発表される全国のコロナ感染者の人

数を観る毎日が続きました。

2022年6月には少し落ち着いてきたので7月12日に名古屋市科学館のプラネタリューム鑑賞と食事会を

25期会で行い、８名の参加者でした。美しい夜空を鑑賞した後の食事会は、久しぶりに皆さんとの再会で話

が弾みました。

2023年にはコロナも平常に戻りつつあり、６月13日に総会を兼ねた食事会を「四季亭」にて行いました。

10名の参加でした。美術学科OBの方の展覧会の裏話などで多いに盛り上がりました。 私は2020年から

４年間、期別委員をしましたが、この日の総会で古橋さんに次年度の期別委員を、お願いする事となりまし

た。

思えば私が期別委員を受け持った４年間は、何度もコロナに振り回され真面に任務を遂行できませんでし

た。申し訳ございません。 又残念な事に、2022年８月下旬に藤原力さん、2023年3月7日に近藤仙治さ

ん、今年に入り2024年1月13日には橋本幸子さんと相次いで、3名の方が逝去されました。25期会員には

欠かせない方々でした。

期別委員の任を降りますが、これからも皆さんとの繋がりを大切にしたいと思っています。




